












「はじめに」 

われわれは、本研究班に於いて、良き母子相互作用をもたらす土壌としての「親準備性」

の概念を追及し、これに調査的接近をはかろうとして来た。これまでに、大学生、高校生

における結婚観、対異性行動等に関する研究、女性専門職および一般主婦の育児行動、専

業主婦の育児不安等、子供の成長に必要な親としての「準備性」の周辺を探る試みがなさ

れて来た。 

母子相互作用研究の最終年度に当たり、これ迄のまとめとして「良き母親(母性)」とは何

かを探る試みを企てた。「良き母親」の本質やそれを育てる条件が明らかになれば、母子保

健上の方向性を示唆する資料の一つとなるであろう。 


